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個別注記表

1.　重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準及び評価方法

①　子会社株式及び関連会社株式　　移動平均法による原価法

②　その他有価証券

時価のあるもの　　　　　　　　期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全

部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定）

時価のないもの　　　　　　　　移動平均法による原価法

③　たな卸資産

貯蔵品　　　　　　　　　　　　最終仕入原価法

(2) 固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産

　（リース資産を除く）

定率法

ただし、平成10年４月１日以降取得建物（建物附属

設備を除く）については定額法

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 ３年～50年

構築物 10年～50年

機械及び装置 10年～11年

車両運搬具 ４年～６年

工具、器具及び備品 ２年～20年

②　無形固定資産

　（リース資産を除く）

定額法

なお、ソフトウェア（自社利用分）については、社

内における見込利用可能期間（５年）に基づいてお

ります。

③　リース資産　　　　　　　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリー

ス資産の減価償却の方法については、リース期間を

耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用し

ております。

なお、リース取引開始日が企業会計基準第13号｢リー

ス取引に関する会計基準｣の適用初年度開始前の所

有権移転外ファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を適

用しております。

④　長期前払費用　　　　　　　　　定額法
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(3) 引当金の計上基準

①　貸倒引当金　　　　　　　　　債権の貸倒れに備えるため、一般債権については貸

倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につい

ては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を

計上しております。

②　退職給付引当金　　　　　　　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末にお

ける退職給付債務の見込額に基づき計上しておりま

す。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における

従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（６

年）による定額法により按分した額を、それぞれ発

生の翌事業年度から費用処理することとしておりま

す。

(4) 重要なヘッジ会計の方法

①　ヘッジ会計の方法　　　　　　為替変動リスクのヘッジについて振当処理の要件を

充たしている場合には、振当処理を採用しておりま

す。

②　ヘッジ手段とヘッジ対象　　　ヘッジ手段・・・通貨スワップ

ヘッジ対象・・・長期借入金

③　ヘッジ方針　　　　　　　　　ヘッジ対象の為替変動リスクを一定の範囲内でヘッ

ジしております。

④　ヘッジ有効性評価の方法　　　振当処理を採用している通貨スワップ取引について

は、有効性の評価を省略しております。

(5) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。

(6) のれん及び負ののれんの償却方法及び償却期間

のれん及び平成21年12月31日以前に発生した負ののれんは、５年間で定額法により償却

しております。

(7) その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

(8) 表示方法の変更

（損益計算書）

前事業年度まで「営業外収益」の「その他」に含めて表示しておりました「為替差益」

47,169千円は、金額的重要性が増したため、当事業年度より区分掲記することとしており

ます。なお、前事業年度の「為替差益」は8,902千円であります。
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2.　貸借対照表に関する注記

(1) 担保に供している資産及びこれに対応する債務

①　担保に供している資産

建物 31,177千円

土地 131,224千円

計 162,401千円

②　担保資産に対応する債務

長期借入金（一年以内に返済予定のものを含む） 250,000千円

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 792,572千円

(3) 関係会社に対する金銭債権債務

短期金銭債権

長期金銭債権

短期金銭債務

1,345,826千円

455,229千円

920,905千円

(4) 債務保証

下記の関係会社のリース債務に対し、債務保証を行っております。

株式会社アネブル 793,770千円

3.　損益計算書に関する注記

(1) 関係会社との取引高

営業収益

営業費用

464,318千円

15,868千円

(2) 営業取引以外の取引高

収益

費用

32,830千円

3,557千円

4.　株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式の種類及び株式数に関する事項

株式の種類 当事業年度期首株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末株式数

普 通 株 式 1,139,500株 ― ― 1,139,500株

合計 1,139,500株 ― ― 1,139,500株
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5.　税効果会計に関する注記

繰延税金資産の主な原因別の内訳

（流動）

繰延税金資産

未払事業税 28,319千円

その他 4,312千円

繰延税金資産合計 32,631千円

（固定）

繰延税金資産

子会社株式評価損 126,823千円

貸倒引当金 72,985千円

退職給付引当金 69,125千円

資産除去債務 22,203千円

減価償却超過額 312千円

その他 37,787千円

繰延税金資産小計 329,237千円

評価性引当額 △259,109千円

繰延税金資産合計 70,127千円

繰延税金負債

資産除去債務に対応する費用 △15,681千円

その他 △2,365千円

繰延税金負債合計 △18,046千円

繰延税金資産の純額 52,081千円
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6.　リースにより使用する固定資産に関する注記

(1) ファイナンスリース取引（借主側）

所有権移転外ファイナンス・リース取引

①　リース資産の内容

工具、器具及び備品

ソフトウェア

②　リース資産の減価償却の方法

重要な会計方針に係る事項に関する注記「(2)固定資産の減価償却の方法」に記載のと

おりであります。

(2) オペレーティング・リース取引

オペレーティング・リース取引のうち解約不能のものに係る未経過リース料

１年内 1,116千円

１年超 2,790千円

合計 3,906千円
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7.　関連当事者との取引に関する注記

種

類

会社等

の名称
所在地

資本金

又は

出資金

（千円）

事業の

内容

議決権等の

所有割合

関連当事者

との関係

取引の

内容

取引金額

(千円)
科目

期末残高

(千円)

子

会

社

㈱アールピー

エム

東京都

新宿区
90,000

技術系アウ

トソーシン

グ事業

所有

直接

100％

役員の

兼務

資金の貸付

（注）１
236,000

短期

貸付金
218,000

子

会

社

OS（THAILAND）

CO.,LTD.

タイ王国

バンコク市

500

（万バーツ)
海外事業

所有

直接

49％

役員の

兼務

資金の貸付

（注）１
59,652

短期

貸付金
304,384

子

会

社

OS 

Recruitmen

t(Thailand

）CO.,Ltd.

タイ王国

バンコク市

500

(万バーツ)
海外事業

所有

間接

100％

―
資金の貸付

（注）１
―

短期

貸付金
150,140

子

会

社

サンシン電機㈱
福島県

いわき市
310,000

製造系アウ

トソーシン

グ事業

所有

直接

100％

役員の

兼務

資金の貸付

（注）１
100,000

短期

貸付金
200,000

子

会

社

㈱OSインター

ナショナル

東京都

千代田区
10,000 海外事業

所有

直接

100％

役員の

兼務

資金の貸付

（注）１
―

長期

貸付金
203,862

子

会

社

㈱アネブル 愛知県

刈谷市

100,000

技術系アウ

トソーシン

グ事業

所有

直接

95.1％

役員の

兼務

資金の借入

（注）１
―

短期

借入金
150,000

債務保証

（注）２
― ― 793,770

子

会

社

㈱コンピュー

タシステム

研究所

東京都

台東区
100,000

技術系アウ

トソーシン

グ事業

所有

直接

91.0％

役員の

兼務

資金の借入

（注）１
400,000

短期

借入金
750,000

（注）１．貸付け及び借入れの利率は、市場金利を勘案して合理的に決定しております。なお、

担保の受入及び預入はありません。

２．㈱アネブルのリース債務残高につき債務保証を行ったものであり、保証料は受領し

　　ておりません。

なお、取引金額には消費税等を含めておりません。また、期末残高には消費税等を含めて

おります。

8.　１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 258円49銭

１株当たり当期純利益 24円33銭
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9.　重要な後発事象に関する注記

（株式取得による会社の買収）

当社は平成26年12月15日開催の取締役会において、共同エンジニアリング株式会社の持株

会社であるKDEホールディング株式会社の株式を取得し、子会社化することを決議し、同日

付で株式譲渡契約を締結、平成27年１月５日に実行しております。

(1) 株式取得の目的

経営資源の最適化を図り、建設関連分野の飛躍的な事業拡大を加速するため。

(2) 株式取得の相手先の名称

野口　清

(3) 買収する会社及び子会社の名称、事業内容、規模

買収する会社

① 名称　　KDEホールディング株式会社

② 主な事業内容　子会社の経営管理等（持株会社）

③ 規模（平成26年４月期）

資本金　　50,000千円

売上高　　2,149千円

買収する会社の子会社

① 名称　　共同エンジニアリング株式会社

② 主な事業内容　建築施工管理技士等を中心とした技術者派遣業

③ 規模（平成25年12月期）

資本金　　50,000千円

売上高　　3,031,358千円

(4) 株式取得の時期

平成27年１月５日

(5) 取得する株式の数、取得価額及び取得後の持分比率

① 取得株式数　　　1,000株

② 取得価額　　　　1,339,313千円

③ 取得後の持分比率　　100％

(6) 取得資金の調達

当社の自己資金をもって充当しております。
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（新株予約権の発行）

当社は、平成27年２月２日付の取締役会決議において、平成26年３月28日開催の当社第17

期定時株主総会で承認されました「ストックオプションとして新株予約権を発行する件」に

ついて、具体的な発行内容を下記のとおり決定いたしました。

(1) 新株予約権の発行日

平成27年２月24日

(2) 新株予約権の目的となる株式の種類及び数

当社普通株式210,000株

(3) 新株予約権の総数

2,100個

(4) 新株予約権の行使に際しての払込金額

１個当たり　201,700円

(5) 新株予約権の行使により発行する株式の発行価額の総額

423,570,000円

(6) 新株予約権の行使期間

平成29年３月１日から平成32年２月29日

(7) 新株予約権の行使により新株を発行する場合の発行価額のうち資本に組み入れる額

１個当たり　100,850円

(8) 付与対象者

未定
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